
令和３年度 第６回市民まちづくり会議 次第

日 時 令和３年 11月４日（木）

午後６時 30分～午後８時 00 分

場 所 市役所本館２階 全員協議会室

１ 開 会

２ オンライン講演

（１）講演（千葉大学 齋藤雪彦教授）

（２）質疑応答

３ その他

４ 閉会



市民まちづくり会議名簿

氏名 ふりがな

委員長 松澤 秀和 まつざわ ひでかず

副委員長 坂口 永一 さかぐち えいいち

副委員長 花岡 裕子 はなおか ゆうこ

有賀 剛 あるが つよし

五十嵐 豊峰 いがらし とよみね

大谷 真宙 おおたに まちゅう

荻原 猛 おぎわら たけし

小夫 真 おぶ まこと

倉嶌 智彦 くらしま ともひこ

篠原 博文 しのはら ひろふみ

島田 直政 しまだ なおまさ

鈴木 絵美 すずき えみ

竹内 直弘 たけうち なおひろ

田中 隆 たなか たかし

柘植 香織 つげ かおり

中澤 亥三 なかざわ いぞう

水間 源 みずま はじめ

村山 弘子 むらやま ひろこ

柳橋 悠香 やなぎばし ゆか



東御市 市民まちづくり会議オンライン講演会

まちづくりで地域は変わるか
-君津市貞元地区を中心とした事例紹介-

➀まちづくりの様々な面を解説

②東御市での展開は

➂講演者からの提案

千葉大学園芸学研究科

地域計画学研究室

齋藤雪彦
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自己紹介

 建築系（都市計画学・農村計画学）

 一級建築士

 ＪＲ東海にて駅ビル再開発事業に従事

大学院生時代：京都の町屋研究・保全活動

大阪府堺市観光振興計画策定

会社員時代：東海旅客鉄道株式会社 再開発ビルの計画・設計

東京農工大学→千葉大学：

➀長野県高森町の地域づくり・観光振興計画策定

②千葉県君津貞元地区地域づくり（君津市地域づくりアドバイザー）

➂岩手県大船渡市細浦地区復興まちづくり・復興計画策定（岩手県専門家派遣事業）

④千葉県勝浦市 地方創生プランニングディレクター（内閣府地方創生人材支援事業）
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まちづくりとは
➀住民が主体となり，自主的，自律的に行う活動

②地域の環境や暮らしを良くするための活動

➂地域の変化に対応し新たに行う活動（⇔地域経営：昔からの道普請）

→住民の意志が最も重要

・課題はあるのか

・課題に取り組む必要性を感じるか

・取り組む意志があるか

子どもの勉強に似ている（まち育て）

・最後は子ども（住民）のやる気次第

・教師（専門家）には限界がある

シティプロモーションとは

単なる自治体・地域の宣伝→？（地方創生メニューなど）

地域の魅力を発掘、来訪者との交流で、地域が住みやすくなる→◎
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「まちづくりで地域は変わるか」（学生の質問）

マスコミ等一般的イメージ（地方創生など）：
短期的でおおがかりな経済的変化、人口増が可能→困難

実際のところ：
地域の魅力を向上させながら，
（観光客や移住者を少しずつ受け入れ），
雇用の場を増やし
長いスパンで少しずつ経済や人口を改善する

現場での声：
「子どももお客さんも歩いてくれて，むらが明るくなった」
「田舎だなんだ言われてたけど，町で自慢できるようになった」
「俺たちはなんでもできる♪」



まちづくりは住民の総意か？

参加者が「参加しない住民」の利益も考えて（支持されるように）

物事を進める

地域外からの目線

➀「お客さんが歩くようになって，田んぼも道も家の周りも，きれいにしようか
なって思いますね」（農村観光の現場で）

②「あぜ道を歩くのが観光なんて考えたこともない。ちょっと驚きだよ」

（学生提案について住民の発言）

→俗にまちづくりに必要なのは「よそ者」、「若者」、「馬鹿者」

（地域づくりへの学生参加も）
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千葉県 君津市貞元地区のまちづくりの紹介
君津市文化のまちづくり１％事業
2008年～現在



貞元地区
の風景



環境点検（地域の宝探し）ワークショップ
（１０集落を１回１－２集落で数回）

環境点検とは
地域の環境（良いところ、課題）を、実際に歩いて
発見・発掘する

ＷSの特徴
➀懇親が深まり、仲間になる
②共通体験をすることで自然と合意が容易に
➂会議・講義と異なり、参加者が意見を出しやすい
④机の上で考えるのではなく、実際に歩く（作業）する
→抽象的にではなく具体的に物事を検討できる





環境点検の手順「地域の宝と課題を探そう」

①班に分かれます（1班5-7名前後）

②係りを決めます（班長、カメラ係、メモ係）

➂ルートを決めます

④自己紹介、記念撮影しよう

⑤カメラ、地図を持って地域を探検

宝や課題に気づいたら写真を撮ってメモ

→公民館などでまとめ作業
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班に分かれて出発（記念撮影）
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気になった場所をメモ、撮影
（学生が質問→住民が答えるなど、疑問が新たな発見）
→画板も便利
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お地蔵様

空き家

環境点検で発掘された
資源や課題



土水路

イヌマキの生垣
郡ダム



環境点検の結果をまとめる
写真＋ポストイット

➀一人一人意見をポストイットに

②班の中で一つずつ説明し、

取捨選択、グループ化

➂意見をまとめていく

④全体のまとめ

タイトルも話し合う

⑤メンバーの名前も書く

（班の名前も決めましょう）
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発表会（班ごとに発表→意見交換）
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地域ビジョン策定ワークショップ

（環境点検から各集落のビジョン例示）
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研究室作成のベースマップ
地域の性格づけ

地域プロジェクトを考えるWS
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ビジョンに基づくプロジェクト

① ビジョン１（自然や歴史を活かし地域外の人を呼び込む）

→江川花の道づくり

→貞元花の道づくり

② ビジョン２(貞元ブランドをつくる)

→貞元餅、お米餅の開発

③ ビジョン３（地域内の交流を進める）

→地元小学生と里山探検



江川花の道づくり
球根植え付け作業



花の道鑑賞会



貞元花の道づくり
散歩ルート探検ＷＳ



「看板をデザインする」ＷＳ







看板の据え付け
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散歩マップ



モニターツアーの実施



地元小学生と里山探検
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おこめ餅の販売
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その他の活動1

もったいない活かそう地域資源運動

余剰キャベツの収穫イベント
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その他の活動２
「文やっこ農園」の開設



40

学生の参加
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六手貞元線ポケットパークの学生提案
-協力 君津市土木課





地域活動参加

あまり参加しない人が3割程度いる

意識は①義務②多忙、時間が合わない
が併せて4割ぐらい

③楽しみ、④やるべき、⑤なくなると寂しい
が併せて2割ぐらい

地域調査（地域の実態を知る）



先進事例の視察
「どのような点に悩んでいるのか」
「自分たちもできるんじゃないか」



懇親会
まちづくりの潤滑油
これ目当てで参加する人もいる



貞元地域における活動の３本柱

①大学による基礎調査と学生提案（問題提起・刺激）

②大学・地域の環境点検、ビジョン策定、プロジェクト実施ワークショップ（まちづくりの
基礎体力アップ）

「現状把握・調査→全体構想→個別の計画」

→江川花の道、子ども里山探検

③地域独自の取り組み

生活部会、産業部会、交流部会の活動→

もったいない運動、文やっこ農園、おこめ餅の開発
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2007年：立ち上げ準備（組織整備、事業申請等）

2008年～2010年：環境点検ワークショップ

2008年：環境造園実習の調査と提案（学生）

貞元地域踏査（研究室）

2009年：先進事例地の視察（茨城県笠間クラインガルテン、里山を守る会）

地域の暮らし・土地利用調査（研究室）

君津市全域踏査（研究室）

2010年：地域ビジョン策定ワークショップ

地域プロジェクト策定ワークショップ

ホームページの立ち上げ

もったいない活かそう地域資源運動（ミカン狩り、余剰キャベツの収穫）

市民農園の実質的立ち上げ

地域の余暇調査（研究室）

2011年：江川花の道をつくる

2012年：コミュニティを育む→子ども貞元探検ワークショップ

長命餅の開発と販売

2013年：散策コースの設定、マップ・看板づくり

2014年 モニターツアーの実施、7年間の振り返りレポートの作成
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勝浦市の地方創生まちづくり
松野地区「里あかり」

「こんなところ（里山）にお客さんが来るなんて」（勝浦市職員）



散策マップづくりと歩こうイベント
鵜原区ほうちょう餅作り体験

地域高齢者のための日曜市の開催
（買い物難民対策・交流の場づくり）地引網体験



大船渡市細浦地区
復興朝市の企画・朝市上屋の企画・設計

2018戸定祭 大船渡さんま炭火焼き



景観シミュレーションの作成
→岩手県の防潮堤の設計変更

復興土地利用計画策定
→大船渡市の土地利用計画



復興広場（細浦シーサイドパークの設計

「津波で流されたけど、お祭り広場、話できるとこもできて」（細浦住民）



東御市のまちづくりへ伝えたい７つのこと
➀ まちづくり＝地域を住みやすくする

→住みやすさ、魅力ある地域＞観光

② 全体を考える（市が良くなるには）、部分を見る（環境点検）

全体⇔部分

➂ 参加しない市民にいかに賛同（参加）してもらえるか

→本当に地域が住みやすくなるか・市民に大事なことか

④ 住民を巻き込む

→特定の人がやっても持続しない、広がらない

⑤ 「小さなことを一つずつ」「長い時間かけて」

→達成感で次につながる、気運が盛り上がるには時間が必要

⑥ 楽しむことも目的の一つ

→楽しくやると人が自然と集まる

⑦ 共通の体験をする、同じ釜の飯を食う

親しくなる、自然と同じものが見えてくる、合意形成に

提案：環境点検から始めてみませんか
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